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制御項目

１．室内温度制御

　　室内温度により冷水弁，温水弁，外気ダンパの比例制御を行う。

２．還気湿度制御（除湿）

　　　　　　再熱制御を行う。

３．給気温度リミット制御

　　結露及び、ドラフト防止を目的として給気温度が上下限値を

　　越えないように制御を行う。

４．外気冷房制御

５．全熱交換機制御

　　外気取入有効時、運転モード指令の出力及び、ダンパ切換を行う。

除湿設定

度

0

開

(%)
100

湿度主設定 湿度（％ＲＨ）

冷水弁

暖房設定

0

温水弁100

開

度

(%)

冷房設定外冷設定 温度（℃）

外気ダンパ

最小開度

外冷時

冷水弁

CO2

開

最小換気量

0

度

設計外気量

設定値 ＣＯ２

外気ダンパ

空調機制御（３）9 1set
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中央と通信
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2
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dPS

O.A

Ex.A

セット数表参照

蒸気加湿

ユニット

CO2

制御項目

１．室内温度制御

　　室内の加重平均温度により冷水弁，温水弁，外気ダンパの比例制御を行う。

２．室内湿度制御（加湿，除湿）（ＫＡＣ－１のみ加湿無）

　　（加湿）室内の加重平均湿度により加湿ユニットの比例制御を行う。

　　　　　　給気温度により低温時の加湿禁止を行う。

　　（除湿）室内の加重平均湿度により冷水弁の比例制御及び室内の

　　　　　　加重平均温度による再熱制御を行う。

３．給気温度リミット制御

　　結露及び、ドラフト防止を目的として給気温度が上下限値を

　　越えないように制御を行う。

４．外気冷房制御

　　外気取入有効時、中央ソフトウェアにより外気・排気ダンパの

　　比例制御を行う。

５．給気風量制御

　　各ＶＡＶの風量設定値をコントロール間通信により受信し、

　　加重平均により必要風量を算出する。

　　この必要風量により給気ファン回転数制御を行う。

　　又、静圧過不足の情報により回転数の補正を行う。

除湿設定

加湿ユニット

度

0

開

(%)

100

湿度主設定

加湿設定

湿度（％ＲＨ）

冷水弁
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0

温水弁100

開

度
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冷房設定外冷設定 温度（℃）

外気ダンパ

最小開度

外冷時

冷水弁

空調機制御（４）10 13sets

階 記号 系統名 備考

2 KAC－２ 講堂

階 記号 系統名 備考

1 KAC-1 エントランスホール 熱気溜り排出×２，ＢＥＭＳ対象，熱量計

2 ホワイエ１

1 HAC-13-1 総合・部門展示室

HAC-13-2 総合・部門展示室

3 HAC-14 特別展示室 ＶＡＶ ２×２

HAC-15 企画展示室

HAC-16 展示準備室・展示備品室

INV

INV

階 記号 系統名 備考

1 BAC-1 企画展示室１

BAC-2 展示準備室

BAC-3 企画展示室２ 熱気溜り排出，ＢＥＭＳ対象，熱量計

2 BAC-11 常設展示室１

3 BAC-12 常設展示室２ 熱気溜り排出

BAC-13 常設展示室３

2,３ BAC-14 展示準備室２，３

INV

INV

TE

VAVDDCC

VAVDDCV

R.A

S.A

R.A

S.A

HAC-14系統のみ

2sets

７．風量切換

　　中央監視装置より手動操作にて風量の切換を行う。（強／中／弱）

８．ウォーミングアップ制御

　　立ち上がり時、外気・排気ダンパを閉とし予冷／予熱を行う。

　　又、加湿は禁止とする。

９．空調機停止時のインターロック制御

　　（対象：ダンパ／２方弁／加湿ユニット）

１０．熱気溜り排出制御

　　　熱気溜り温度により（上下２個所）排気ファンの発停制御（２段）を行う。

　　　その際、外気ダンパ、還気ダンパを設定開度とする。

4

THE

2

THE

TE(60℃)

６．ＣＯ２制御

　　ＣＯ２濃度により外気ダンパの比例制御を行う。

※TEDMDF/QP

MDF/QP

※TED ※TED

2

THEx2sets

ＢＥＭＳ対象，熱量計

ＢＥＭＳ対象，熱量計

TE(40℃)

KAC-1のみ加湿無

風速

風速

風速センサー

（別途支給品）x2

※熱量計 ※熱量計

系統
冷水コイル 温水コイル

流量[l/min] 配管径 流速［m/sec］ 流量[l/min] 配管径 流速［m/sec］

KAC-1 エントランスホール 850 125A 1.05 197 65A 0.91

HAC-13-1 総合・部門展示1 699 100A 1.34 214 65A 0.98

HAC-13-2 総合・部門展示2 699 100A 1.34 214 65A 0.98

BAC-3 企画展示室2 277 0.53 85 0.64

系統 外気量[m3/h] 外気ダクトサイズ 風速［m/sec］ 排気量[m3/h] 排気ダクトサイズ 風速［m/sec］

KAC-1 エントランスホール 16,300 800×500 11.3 10,000 800×500 6.94

HAC-13-1 総合・部門展示1 10,000 1,000×400 6.94 10,000 1,000×400 6.94

HAC-13-2 総合・部門展示2 10,000 750×500 7.41 10,000 700×500 7.94

HAC-14 特別展示室 3,500 600×300 5.40 3,500 600×300 5.40

HAC-15 企画展示室 2,500 450×300 5.14 2,500 450×300 5.14

HAC-16 展示準備・備品室 3,000 500×300 5.56 3,000 500×300 5.56

BAC-1 企画展示室1 3,000 500×300 5.56 3,000 500×300 5.56

BAC-2 展示準備室 800 300×200 3.70 800 300×200 3.70

BAC-3 企画展示室2 4,000 500×400 5.56 4,000 500×400 5.56

BAC-11 常設展示室1 1,500 300×250 5.56 1,500 300×250 5.56

BAC-12 常設展示室2 2,200 400×300 5.09 2,200 400×300 5.09

BAC-13 常設展示室3 2,800 500×300 5.19 2,800 500×300 5.19

BAC-14 展示準備室2、3 1,100 300×250 4.07 1,100 300×200 4.07

熱量計リスト

風速センサリスト

2

2

4

4

4

2

2

2

2

2

3

1

（注記）ＩＮＶ本体及びその調整は電気工事区分とする。

　　（発停・設定・計測・監視）

１０．中央監視システムとの通信

　　（対象：ダンパ／２方弁／加湿弁）

９．空調機停止時のインターロック制御

　　（強／中／弱）

　　中央監視装置より手動操作にて風量の設定値変更を行う。

８．風量切換

　　を開とし予冷／予熱を行う。又、加湿は禁止とする。

　　立ち上がり時、外気・排気ダンパを閉，還気ダンパ

７．ウォーミングアップ制御

TED

熱気溜り排出

KAC-1のみ他はTDED

Ex.A

FAN

MDF/QP

セット数表参照(4sets)

熱気溜り排出系統

　　　但し、ＫＡＣ－１系統は排気風量を、サーモ２台の２段により排気ダンパの

　　　４０℃にて運転、６０℃運転継続、熱気溜り温度４０℃未満（２台）にて停止。

MDF

KAC-1のみMDF/QP・MDFあり

KAC-1のみCO2制御なし

KAC-1はEx.Aの風速センサーなし

65A 40A

　　（発停・設定・計測・監視）

＜ＶＡＶ廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度によりＶＡＶの比例制御を行う。

冷房設定暖房設定

量

0

Ｖ

風
Ｖ
Ａ

100
(%)

0

100
(%)

量
風

最小風量

温度（℃）

Ｖ

Ｖ
Ａ

最小風量

暖房時 冷房時

温度（℃）

　　

　　ＫＡＣ－１の４ｓｅｔｓのみ

２．ＩＮＶ及び、その調整は電気工事区分

　　現場へ搬入するものとする。

　　ＶＡＶメーカ工事にて取付配線及び、風量パラメータを設定の上

１．ＤＤＣＶ，ＤＤＣＣは自動制御メーカよりＶＡＶメーカへ支給し、

（注記）

　　計装図Ｎｏ．１　熱量計廻り配線工事凡例参照

３．※ＴＥＤはＨＡＣ－１３－１，ＨＡＣ－１３－２，ＢＡＣ－３，

４．※熱量計はＫＡＣ－１，ＨＡＣ－１３－１・２，ＢＡＣ－３のみ、

　　（発停・設定・計測・監視）

２．中央監視システムとの通信

１２．中央監視システムとの通信

Ex.A

１１．排煙兼用排風機風量切換〔ＫＥＦ－ＴＰ１（ＫＡＣ－１）のみ〕

①

②

　　　火災信号によりＭＤＦ①・②全開とする。

　　　開度ＭＤＦ①（５０％～１００％）・ＭＤＦ②（０％～１００％）制御する。

工事名称

工事場所

発注機関

監　　理

請負業者

那覇市おもろまち3丁目1番

㈱石本建築事務所・(有)二基建築設計室JV

空調3工区　琉穂建設工業㈱・㈱琉球エンジニア・光電気工事㈱　特定建設工事共同企業体

空調4工区　桐和空調設備㈱・不二宮工業㈱・(資)第一設備　特定建設工事共同企業体

完成年度

縮　　尺

図面番号

平成18年度沖縄県立博物館新館・美術館新築工事(空調設備)

空調1工区　㈱オカノ・(有)川重建設工業・サンシステム㈱　特定建設工事共同企業体

空調2工区　久建工業㈱・㈱丸政工務店・(有)スイケン　特定建設工事共同企業体

図面名称
自動制御設備

－

計装図４

　　（除湿）還気湿度により冷水弁の比例制御及び、室内温度による

　　外気取入有効時、室内温度によりバイパスダンパの比例制御を行う。

M-64

力
最小回転数

必要総風量

出

　　ＣＯ２濃度により外気ダンパの比例制御を行う。

６．ＣＯ２制御

開

最小換気量

0

度

設計外気量

設定値 ＣＯ２

外気ダンパ

沖縄県教育庁文化施設建設室


